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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

平成21年度は、まずA型CDK(CDKA)の基質候補タンパク質を探索する中で、根の形態形成を統御
する転写因子がin vitroでCDKAの標的となることを見出した。この転写因子には近縁の因子が存在し
、それらが転写因子ファミリーを構成することから、それらの近縁因子についてもCDKAの標的とな
るかどうか検討した。その結果、CDKAはある特定の近縁因子に対してのみリン酸化活性をもつこと
が明らかになった。そこでタンパク質を分割し、特定のドメインごとにリン酸化アッセイを行った結
果、リン酸化部位を有するタンパク質領域を明らかにすることができた。今後、リン酸化部位を特定
することにより、ノックイン植物を利用した表現型解析を行う予定である。一方、CDKインヒビター
をコードするKRP遺伝子のシロイヌナズナ変異体でDNA損傷応答や核内倍加に差異が見られること
を見出した。この結果は、通常の細胞分裂サイクルがエンドサイクルに移行する際にKRPが何らかの
機能を持っていることを示唆している。 

 
これまでG1/S期のマーカー遺伝子としてCDT1aに注目してきたが、今年度はCDT1aの各種ドメイン

をGUS遺伝子に連結して発現解析を行った。シロイヌナズナ植物体およびタバコBY2細胞を用いて解
析した結果、C末側領域が細胞周期の時期特異的発現に必要十分であること、またその発現はS期特
異的であることが明らかになった。今後はこの領域を蛍光タンパク質に連結して、G2/M期マーカー
と一緒に発現する細胞周期マーカーを作成していく予定である。 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 


